
11.第1号訪問事業



主な改定項目

①同一建物等居住者にサービス提供する場合の報酬の見直し

②口腔連携強化加算について



①同一建物等居住者にサービス提供する場合の報酬の見直し



①同一建物等居住者にサービス提供する場合の報酬の見直し



②口腔連携強化加算について

概要

単位数

算定要件等

事業所の従業者による利用者の口腔の状態の確認によって、歯科専門職による適切な口腔管理の実施につ
なげる観点から、事業所と歯科専門職の連携の下、介護職員等による口腔衛生状態及び口腔機能の評価の
実施並びに利用者の同意の下の歯科医療機関及び担当職員等への情報提供を評価する新たな加算。

＜現行＞ ＜改定後＞
なし 口腔連携強化加算 50単位/回

※1月に1回に限り算定可能

○事業所の従業者が、口腔の健康状態の評価を実施した場合において、利用者の同意を得て、歯科医療機
関及び担当職員（指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３７号）第２条第１項に規定する担
当職員をいう。）、介護支援専門員（同条第２項に規定する介護支援専門員をいう。）又は第一号介護予
防支援事業に従事する者に対し、当該評価の結果を情報提供した場合に、１月に１回に限り所定単位数を
加算する。
○事業所は利用者の口腔の健康状態に係る評価を行うに当たって、診療報酬の歯科点数表区分番号C000に
掲げる歯科訪問診療料の算定の実績がある歯科医療機関の歯科医師又は歯科医師の指示を受けた歯科衛生
士が、当該従業者からの相談等に対応する体制を確保し、その旨を文書等で取り決めていること。


